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行研へのいざない 〜「縁の下の力持ち」の矜持〜

「縁の下の力持ち」という言葉があります。国語辞典を引くと「人に知られないが、陰で努力・
苦労すること。また、その人」と出てきます（『広辞苑』）。「縁の下」と聞いても、マンションなどそれ
がない家も多いためイメージがわかないかもしれません。「縁側のゆかした」（『同』）のことです。
アニメの「サザエさん」をみてください。猫のタマがよく縁の下に隠れています。

ふつうにできて当たり前、できなければここぞとばかりに叩かれる。公務員とはそういう存在です。
はなばなしく顕彰されることはまずありません。一方で、何かミスがあれば強く指弾されます。2022年
5月には山口県で、低所得者463人分への給付金4630万円が1世帯に誤送金され、受け取った
人が全額を消費してしまい逮捕される事件がありました。「信頼を裏切った」などという厳しい批判
と常に隣り合わせになりながら、多くの公務員は「世の中に貢献したい」と市民のために、地味な
仕事を着実にこなしているのです。

さて、コロナ禍もようやく出口が見えてきたのでしょうか。2020年3月の時点では、来年になれば
花見ができるだろうと高をくくっていました。ところが、だれもが予想できなかった「長期戦」になって
います。私は5回もワクチン接種を受けました。市から届く接種券をみるたびに、公務員の仕事ぶり
に感心させられます。私の接種記録はきちんと管理されており、接種会場や接種当日の持ち物が
わかりやすく案内されています。これは公務員が社会で「縁の下の力持ち」の役割を果たして
いることの、ほんの一例にすぎません。

仕事ぶりをほめられるわけでもなく、「人知れず微笑まん」をプライドにする公務員という職業
を私は尊敬しています。こうした公務員の仕事に魅力を感じる学生は、ぜひ私たち行政研究所

（略称・行研ぎょうけん）の門を叩いてください。行研は公務員試験合格を目指す学生たちに、勉強
する場所とプロ講師による充実した授業を提供しています。そこには、同じ志を持つ多くの仲間が
集ります。とりわけ、みなさんに挑戦してほしいのは、最難関の国家公務員採用総合職試験です。
よく耳にする「キャリア官僚」とは、この試験に合格して採用された国家公務員をさします。国の行政
の中枢に多くの明治大学卒業生が入ることで、この国はもっとよくなると私は確信しています。
「叩けよさらば開かれん」です。すぐに行動を起こして、行研であなたの近未来を具体的に設計

してみませんか。
2023年４月１日

国家試験指導センター行政研究所
所長　西 川 伸 一

（政治経済学部教授）

Chief's Message
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公務員を志す明大生のために

行政研究所は、1957年（昭和32年）故弓家七郎名誉教授（当時政治経済学部長）により明治大学行
政研究指導室として設立されました。当時の目的は、「国家公務員上級試験および地方公務員を目指す
特別研究生に対する指導を行い、併せて母校明治大学の学風振興に寄与しようとすること」であり、初代
特別研究生は約10名でした。それ以後、時代を経るとともに組織は様々に変化しながら、その設立以来、多
くの有為な人材を輩出してきました。

設立から50年が経った2007年（平成19年）に、大学に新たに設置された国家試験指導センターの傘下
に位置づけ直され、現在に至っています。現在では、目標を「一人でも多くの国家公務員採用総合職試験
最終合格者を輩出すること」としています。

現在、公務員は学生に根強い人気がある職種の1つです。そして、公務員になるためには「公務員試
験」を突破する必要があります。しかしながら、この「公務員試験」は大学入学試験以上の範囲と知識量
を求められるものです。すなわち、ただがむしゃらに勉強しているだけでは合格することが難しい試験と言
わざるを得ません。そのような「公務員試験」の対策として、民間予備校、独学、あるいは大学が設置して
いる対策講座などの手段が考えられます。しかし、いずれにおいても費用や情報量、精神的サポートなど、
学生にとっての不安要素は尽きません。

行政研究所は、「公務員を志す明大生のための明治大学の組織」です。皆さんが社会にとって有為な
ʻʻ良き公務員”として成長できるように、学業面に限らずあらゆる面で最大限のサポートをすることをお約束
します。

和泉分室のある和泉リエゾン棟 駿河台本室のある猿楽町校舎

行政研究所の歴史と目的
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l．格安の費用

2．手厚いサポート体制

3．仲間の存在

4．専用自習室がある！

5．受験専門雑誌や参考図書を利用できる！

6．先輩から情報を教えてもらえる！

7．成績優秀者に対して奨学奨励金が支給される！

8．国家総合職試験最終合格者には報奨金が授与される！

1年次 2年次 3年次 4年次 合計

行政研究所 6.6万円 6.6万円 13.2万円 6.6万円 33万円（※1）

民間予備校 52万円（※2） 52万円

※1：4年間在籍した場合の受講料及び入室利用料の合計
※2：一般的といわれている2年コースの割引後価格

（消費税込み）

行政研究所と民間予備校の受講料を比較すると上表のようになります。このように行政研究所では、民間
予備校に比べて格安の受講料で講座を受講できます。

行政研究所の講師陣は、各予備校のトップ講師によって構成されています。また、講義以外の論文添削や面接対策など
の受験指導に追加料金がかかりません。さらに、行政研出身の先輩公務員による実践的な面接指導が受けられるという
メリットがあります。これらの点は、予備校との最大の違いであると同時に、最高のサポートと言えるでしょう。

行政研究所には同じ目標を持つ仲間がいます。また、夢を叶え、第一線で活躍している卒業生が多数います。かつて同じ
立場であったOB・OGは面接指導など様々な場面でよき相談相手になってくれます。仲間や先輩の存在は、公務員試験を個
人戦で戦う民間予備校とは異なり、とても心強い存在と言えます。

和泉キャンパスには自習室とロッカーが、駿河台キャンパスには原則、各室生に専用の自習机とロッカーが用意されていま
す。これにより普段から快適な環境で集中して勉強することができます。また、両キャンパスでは学内Wi-Fiを利用できるた
め、試験や説明会等の様々な情報を調べることも可能です。

公務員試験の勉強時に用いる教科書や参考書が事務室に用意されており、自由に利用することができます（貸出制）。
通常、教科書や参考書と呼ばれる基本書の多くは高価なため、勉強面のみならず、費用面でもメリットといえます。

タテの繋がりは行政研究所の強みです。毎年秋には、就職の決まった4年生による講演会や追い出しコンパなど様々なイ
ベントが開催され、それらを通じて先輩と関わることができます。また、OB・OGが非常に熱心に後輩指導をしてくれます。公務
員試験は情報戦の側面もあり、OB・OGから多くの情報を得られることは大きなメリットになります。

行政研究所では、1・2年生を対象とした模擬試験が毎年冬に実施されています。1年間の学習の目標や理解度チェックの
材料として模擬試験は有効です。この試験で優秀な成績を収めた室生に対しては奨学奨励金が支給されます。

行政研究所の大目標は、国家総合職試験の最終合格者の輩出です。この国家総合職試験に1次合格および最終合格し
た室生には報奨金が授与されます。倍率も難易度も高い試験ですが、室生になったら、ぜひ国家総合職試験の最終合格を
目指してください。

行政研究所のここがすごい！
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行政研究所には、年間を通して様々なイベントがあります。このようなイベントを多く用意している最大の
目的は、タテの繋がりとヨコの繋がりを深めることです。公務員試験を乗り切る上で、互いに刺激し合い、
協力できる仲間は必要不可欠です。そのため、これらのイベントで多くの友人を作ることが合格に近づく
一歩であるといえます。また、室生の提案により、新たなイベントを作ることも可能です。

※その他、学年ごとの懇親会や過去問を用いた自主模擬試験など、室生自らが計画するイベントもありま
す。

春
学
期

入室試験 室生となるための第一歩です

春学期総会
　OB・OGによる講演会、懇親会

様 な々職種の先輩方が、各種試験について話してくれます
合宿などイベントの説明をします

夏合宿（2年生対象）
　面接対策

明治大学のセミナーハウスで合宿を行います
講師も同行し、面接対策を行います

秋
学
期

OB・OG 総会（隔年） 様 な々職種の先輩に会える機会です

秋学期総会
　4年生による合格体験報告、懇親会

新幹部を決定します
進路の決まった4年生による講演があります

模擬試験（1・2年生対象） 4年生作成の模擬試験です
成績優秀者には奨学奨励金の支給があります

政策研究ゼミ 国家総合職志望者向けの政策討論会です

追い出しコンパ 4年生はこの行事をもって行政研究所卒業となります

試験直前対策（3・4年生） 講義の他に論文指導、面接対策を随時行います

政策研究ゼミ 2022年度
国家公務員採用総合職試験 合格者

報奨金授与式
（リバティタワー23階岸本辰雄ホール）

主な年間行事
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和泉キャンパスでは、1・2年生の合同講義となっています。これは、1・2年次から余裕を持たせた勉強
を行なうことに加えて、それ以外の時間でいわゆる面接試験の“ネタ”になるような経験もしてほしいという
配慮からです。一般的に受験生は面接における“ネタ作り”に苦労することが多いです。そのとき、1・2年次に
経験をしたアルバイトやボランティア、サークル活動などの話が重要になってきます。そのため、例えば、
1年次は週2日、2年次は週3日という講義の受け方をすることで課外活動に取り組む時間が生まれ、1・2年次
から様々な経験を積めるようになっています。

駿河台キャンパスでは、週5日程度の授業が行われています。また、カリキュラム例にある科目に加え、刑法や
労働法などのいわゆる「マイナー科目」や、人文科学系科目などの講義も順次開講され、自分の志望する試験
に合わせた講義を受講することができます。さらに、試験が近づいてくると、個人の要望にあわせた面接対策や
論文指導も行われるなど、充実したカリキュラムとなっています。

例． 2022年度のカリキュラム

※経済系科目：経済学・財政学・経済事情など
　法律系科目：憲法・民法・行政法など
　行政系科目：政治学・行政学・社会学・国際関係など
　共　　　通：国家総合職、一般職、地方上級共通科目

月 火 水 木 金 土

1年生
・

2年生

17：30~20：30
行政法

（秋学期）

17：30~20：30
憲法

（春学期）
民法

（秋学期）

17：30~20：30
経済学

（ミクロ・マクロ）
（通年）

17：30~20：30
文章理解

（秋学期中1回）

17：30~20：30
数的処理
（通年）
政治学

（秋学期）

3年生

17：30~20：30
法律系科目
（共通）

17：30~20：30
経済系科目
（共通）

17：30~20：30
法律系科目
（共通）

17：30~20：30
数的処理
文章理解
教養論文
（共通）

17：30~20：30
行政系科目
（共通）

13：00~17：30
経済系科目
法律系科目
行政系科目

（国家総合職）

カリキュラム
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行政研究所の講師は、各予備校のオールスターが揃っています。親身になって指導にあたる講師ばかり
なので、合格の可能性を数段引き上げてくれる心強い存在となっています。

この他にも、文章理解、人文科学、教養論文、専門経済系科目、専門法律系科目などの講義を担当して
いる数々の講師がいます。少ない時間ながらも丁寧かつ熱心に教えてくれています。行政研究所の室生
は、このような素晴らしい講師のもとで、最大限の力を発揮することができます。

★加藤耕一先生（法律系科目担当）
求められる人になろうと努力する学生への協力は惜しみません。行政研究所の講師は、各試験に合わせ
た講義だけでなく、面接に必要な話す力・聞く力を身につけられるように指導することのできる頼りになる
方々です。明大生であることを大いに活用して下さい。

★近裕一先生（行政系科目担当）
行政系科目では、政治、行政、国際関係、社会一般について、幅広い知識を学んでいきます。学習を進め
るほどに知識が相互に結びつき、面白さが分かってきますので、これから一緒に頑張っていきましょう。

★関野喬先生（教養科目担当）
数的処理は算数とパズルを合わせた科目で教養試験の要諦です。「数」と聞き拒否反応を示した人も大
丈夫。基礎から丁寧にやります。本当の意味での教養の話もできたらと思います。一緒に頑張りましょう。

★平野真武先生（経済系科目担当）
現在の日本は、多くの問題を抱えています。問題を解決し、より良い社会を作り出していくことは大変なこと
ですが、大きなやりがいがあります。社会に対する興味と熱い思いを持った学生が、行政研究所に来るこ
とを期待しています。

★渡辺一郎先生（法律系科目担当）
格差のない豊かな日本、安全・安心な日本を築くという理想を実現するためには、法律案等を作成し、趣旨
説明ができなければなりません。行研では、試験を確実に突破できる実力養成が目的ですが、日本を担う
人材育成も目指します。一緒に、がんばりましょう！

講師陣からのメッセージ（五十音順）
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過去10年間の行政研究所の合格実績と在籍者数は以下の通りとなっています。
単位：人

※合格者数は延べ人数

職種
合格年度

国家総合職
（旧I種）

国家一般職
（旧II種） 地方上級 市役所 その他 合計

2013年度
50名在籍 5 5 24 8 10 52
2014年度
55名在籍 10 8 37 5 11 71
2015年度
63名在籍 8 16 45 4 11 83
2016年度
53名在籍 8 21 39 3 20 91
2017年度
65名在籍 8 8 39 6 14 75
2018年度
83名在籍 12 21 60 9 31 133
2019年度
52名在籍 7 18 33 2 29 89
2020年度
56名在籍 8 18 30 5 17 78
2021年度
63名在籍 12 24 33 7 32 108
2022年度
65名在籍 12 23 41 3 22 101

この表に記載している以外にも、昨年度は生田キャンパスの技術系公務員講座受講生8名が国家公務
員総合職に合格しています。

進路は、国家公務員総合職、国家公務員一般職、都道府県庁、市区町村、国税専門官などへの就職
に加え、民間就職や公共政策大学院への進学など様々です。

公務員試験の受験料は無料なので、多くの試験を併願することも可能です。しかし、そのためには併願
可能な試験日程であるかの確認や、試験に合わせた個別の対応が少なからず必要であり、試験日時·内容
についてしっかりと把握することが大切です。

また、各種試験においては近年の公務員制度改革の流れの中で、試験の評価方法や筆記試験の出題
内容など細かい変更が年度ごとに目まぐるしく行われる傾向にあります。したがって、実際に受験する際に
は各自でしっかりと調べて試験に臨む必要があります。

行政研究所では、必ず公務員試験を受験しなければならないわけではなく、進路を考える途中で民間
就職という道を選択する人もいます。先輩の中にも民間企業に就職している方が多数おり、先輩から話を
聞いたり、エントリーシートを添削してもらったりすることができる環境にあります。

公務員試験の受験も、民間企業への就職試験においても、志望先について知ることや面接対策を行う
ことは非常に大切なことです。行政研究所ではこのようなフォローが充実しています。

自分の将来を真剣に考える皆さんが、未来をその手に掴む最高の環境が行政研究所です。将来の日本
を背負って立つ皆さんの入室をお待ちしています。

合格実績
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l．受験資格
①本学の学部生
②国家公務員採用総合職試験（法律区分、経済区分、政治・国際区分、教養区分）の

合格を第一志望とする者（＊受験資格②は、3年次入室試験受験者に限ります。）

2．募集人数
1年生約100名
2年生約80名
3年生若干名

3．入室試験　※2023年度の入室試験実施については、決定次第明治大学ホーム
ページ上にてお知らせします。

時期と会場（1・2年生）	 4月中旬・和泉・駿河台キャンパス
	 　　　　（3 年 生）	 2年次の3月下旬・駿河台キャンパス
受験料	 	 1,100円（消費税込み）
試験内容	 	 筆記試験（1次）、面接試験（2次）

4．入室ガイダンス
毎年度4月に、和泉キャンパスで、ガイダンスを行っています。日時等については、
Oh-o!	Meijiにて配信し、和泉キャンパスに掲示します。
駿河台キャンパスで実施する入室試験は、2月下旬に行政研究所ホームページに掲
載し、Oh-o!	Meijiにて配信します。

5.受験申込
1・2年生	 和泉キャンパスでの申し込み会場は、ガイダンスにて発表します。
3 年 生	 個別に事務室（駿河台）で受け付けます。

6.室費（年間）（消費税込み）
1年生（和泉）	 在室期間（5月上旬～翌年3月31日）	 66,000円
2年生（和泉）	 在室期間（5月上旬～翌年3月31日）	 66,000円
3年生（駿河台）	 在室期間（4月1日～翌年3月31日）	 132,000円
4年生（駿河台）	 在室期間（4月1日～翌年	卒業式）	 66,000円
（＊別途、初めて入室する場合は入室登録料として5,500円がかかります。）

※募集人数や室費などについては変更する可能性があります。
　各自、最新の情報は、必ず行政研究所のホームページで確認して下さい。

募集要項
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はじめまして。行政研究所61期生の古川智之と申します。私は、令和3年4月に東京
都庁に入都し、建設局に配属となりました。現在は新宿区・中野区・杉並区を管轄する
第三建設事務所いう出先事務所にて工事や委託、物品購入の契約を担当する経理
担当で仕事をしています。 

私が行政研究所を知ったきっかけはまさに今皆さんが読んでいる行政研究所ガイド
ブックを手に取ったことでした。法学部の入学手続き書類の中にあったこのガイドブッ
クを親が教えてくれたことが始まりだったことを思い返すと、この文章を書けることをと
ても光栄に思います。 

さて、皆さんは行政研究所と聞くとどんなイメージをお持ちでしょうか？「1・2年生からずっと勉強ばかりしている」
「バイトやサークルを活動を諦めなければいけない」こんな理由で行政研究所に入ることをやめている同級生が多
くいたことを思い出します。しかしこれらのイメージは全くの誤りです。私自身もサークル活動を非常に充実させてい
ましたし、いくらでも両立は可能ですのでご安心ください。 

私が考える行政研究所に入ることによる最大のメリットは、同じ目標に向かって戦う仲間をつくることができる点に
あると考えます。私自身の経験を紹介させていただくと、1年生の頃に行政研究所の授業で仲良くなった友人たち
は同じ東京都庁を第一志望としていました。それぞれが試験勉強に本腰を入れ始める3年生になると猿楽町の自
習室に籠るだけでなく、お互いに分からない問題を教え合ったり、都庁の試験問題の出題傾向を分析し共有する
などして質の高い準備をすることができました。1次の筆記試験を通過した後はzoomで2次の面接練習を重ねまし
た。エントリーシートに遠慮なくダメ出しをしたり、受け答えについて改善点を指摘し合ったりしました。既に自らの面
接が終わったにも関わらず、翌日の試験を控える私のために最後まで練習に付き合ってくれた友人たちには感謝の
気持ちでいっぱいです。こうして妥協なく準備を重ねてきた私たちの掴み取った結果は全員内定でした。現在はそ
れぞれが異なる局・部署への配属となっていますが時々集まっては、それぞれの近況を報告し合ったり他局の情報
を交換したりしています。このように試験勉強の時だけでなく、社会人になってからも続く友人を得ることができたの
は私の人生におけるかけがえのない財産です。 

この他にも公務員試験業界で名の知られた講師陣の皆様や過去の勉強データ・面接練習で助けとなってくださ
るOB・OGの皆様、そして事務室の職員の皆様といった方々が皆さんの目標達成に向けて強力なサポートをしてく
ださることが行政研究所の他所にはない強みだと考えております。 

少しでも公務に興味のある方はぜひ行政研究所の門を叩いてみてください。そして数年後、皆さんが一生モノの
仲間と共に第一志望の内定を掴み取り、後輩へ合格のバトンを引き継いでくださることを願っております。

一生モノの仲間と共に

東京都
（61期・2021年3月	法学部法律学科卒業）

古川	智之さん

OB・OGからのメッセージ
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みなさん、初めまして。令和3年4月に会計検査院に入庁いたしました、行政研究所
61期生の中込愛佳と申します。

現在は、工事契約の検査を行う課に所属しており、全国各地に出張へ行き、国の収入
支出が正しく行われているか書面や実際の現場を確認するなどして検査を行っていま
す。公務員の仕事というとデスクワークかつルーティーンワークを想像される方が多いか
もしれませんが、現場検査等では、受検庁の方々のご協力のおかげで、一般の方が立
ち入れないような場所にも行くことができるなど興味深い体験をすることも多々あります。

入庁当初は、文系出身であるため、工事契約の検査をすることに不安もありました
が、工事検査に詳しい上司からの丁寧な指導や研修制度が整備されているため、まだまだ学ぶべきことはたくさん
ありますが、日々新たに知識を得られることを楽しみながら働いています。

また、入庁２年目にも関わらず、担当者として局長等幹部職員が集まる会議の場において、検査で見つかった不適
切な事態を説明する機会があり、自分が関わった案件が報道されるなどの貴重な経験をさせていただきました。若手
のうちから大きな裁量を持って仕事に携わることができ、責任を感じつつも日々やりがいを感じながら働いています。

さて、私が行政研究所に入ったきっかけですが、大学入学前から公務員の仕事に興味があったこと、私の性格上、友人
がいると勉強等へのモチベーションが上がるタイプであること、人と比べてコツコツ勉強しなければならないタイプであった
ことから、大学１年生の頃から勉強を少しずつでも始められたらなと思い、ガイダンスに参加したことがきっかけです。

４年間所属した私が行政研究所を特におすすめできる点は、３点あります。
１点目は、質の高く面倒見のいい講師の方々がそろっている点です。講師の方々は質の高い授業を提供してくだ

さるのはもちろんのこと、１人１人を丁寧に見て指導してくれるとともに、相談に乗っていただけます。特に、就活期の
面接対策では、他の予備校に通っている友人が面接対策の予約がなかなか取れないと困っている中、行政研究
所では講師の方々が時間を割いていただき、私の不安がなくなるまで何度も面接対策に応じていただきました。そ
のため、本番の人物試験においても自分の力を最大限発揮することができました。

２点目は、同じ大学で公務員になるという同じ志を持つ友人を作ることができる点です。特に、私の場合、所属学
部では、あまり公務員を目指す友人が少なかったので、就活期に励まし合ったり情報を共有し合ったりできる友人を
学内で作ることができたのは非常に心強かったです。

３点目は、各所で活躍されている多くの先輩方がいらっしゃる点です。先輩方の経験談等を直接伺うことのできる
機会があるほか、先輩方が残して下さった面接対策や論文対策の資料、参考書等があるため自分の目指す業種
について濃い情報を得ることができます。また、実際にその場で活躍されている先輩方に面接対策をしていただけ
たり、職場の雰囲気を伺ったりすることができます。私も、この職場で働こうという方向性を指し示していただいたの
は先輩でした。

最後になりましたが、みなさんには時間がある学生のうちに様々な体験をしていただき、じっくり自分の進路につい
て悩んでいただきたいです。私自身も大学１、２年生の間はサークル活動やアルバイト、国内外問わず趣味の旅行
に行ったり、３年生の間はゼミナールの活動に勤しんだりしました。そんな中少しでも行政研究所や公務員という仕
事に興味を持っていただけましたら光栄です。

未来への一歩

会計検査院
（61期・2021年3月	経営学部会計学科卒業）

中込	愛佳さん

OB・OGからのメッセージ
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未来の国家総合職内定者の皆様、初めまして。行政研究所62期の鈴木豪太と申
します。私は、令和４年4月に出入国在留管理庁に総合職として入庁し、出入国管理
部警備課という部署で、退去強制手続一般の窓口業務をしております。退去強制手
続とは、我が国にとって好ましくない外国人を入管法に則り、人権に配慮しながら本
邦外へと強制送還するという行政手続であり、我が国にとって極めて重要かつ重い
ものです。政治や行政、民間の方々との調整に追われ、日々、「自らに課せられた職
責の重さ」、「自分の不甲斐なさ」、「自分の理想とする国家像」とのギャップに悩んで
います。

しかし、この「悩み」を抱いている時こそ、「自分が国家公務員になった意味」を感じる瞬間でもあります。決して
答えのない政策課題に対し、全身全霊で挑む快感を、皆様にも味わってほしいです。

私は、大学に入学して初めて、行政研究所という存在を知り、「国家公務員総合職として活躍する明大生」がい
るということを知りました。私は、いわゆるキャリア官僚と呼ばれる総合職は、勝手に東大・京大等の独壇場だと思っ
ており、自分の可能性を狭めていました。そんな偏見に満ちた自分を打ち砕いてくれたのは、紛れもなく「明治大学
行政研究所」という存在です。行研に入り、様々なOB・OGや、歴戦の講師陣とお話しさせていただくことで、「総
合職として国家・国民のために自分の能力を発揮し活躍すること」への憧れを強めていきました。私がなぜ行研に
感謝しているかというと、ただ単に自分の能力を上げてもらっただけでなく、自分の偏った価値観すら変えていただ
いたからです。

私はここで改めて、行政研究所に入るか悩んでいる明大生の為に、２つの行研に入るメリットを伝えさせていた
だきます。

一つ目は、圧倒的な実績を持つ講師陣の存在です。行研の講師陣は、一言でいうと「オールスター」です。様々
な予備校で勤務しているトップクラスの先生方が、行研に一堂に会しています。ただ単に科目の点数を上げるだけ
でなく、官庁訪問などの面接対策や、実際に官僚になった後に活きるようなアドバイスすらも出来る方々です。にも
かかわらず、民間と比べて廉価な授業料を誇る行研のこの環境は、正直「異常な」ほどの好待遇です。

二つ目は、志を一つにする同期の存在です。予備校の場合、恐らく「孤軍奮闘」の戦いを強いられるでしょう。し
かし、行研は違います。同じ明大生としてのバックボーンを共有し、みんなで相談し、時に愚痴り、時に励ましあい、
努力できる環境が行研にはあります。

最後になりますが、行研なくして今の自分はありません。ありとあらゆる可能性を広げていただきました。どうか、
国家公務員として国民生活を守るという志を抱く明大の後輩たちが、行研の門を叩き自分の未来を切り開くことを
願ってやみません。一緒に霞が関で夢を実現するために働きましょう。応援しています。

明大から日本の中枢へ。		日本を世界の中心へ。

出入国在留管理庁（総合職採用）
（62期・2022年3月	政治経済学部政治学科卒業）

鈴木	豪太さん

OB・OGからのメッセージ
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はじめまして、行政研究所63期の上田敏と申します。この度、文部科学省より総合職
事務系にて内定を頂きました。

今このパンフレットを手にとっている皆さんは、新しい環境やそこでの生活に対し期待
を膨らませつつも、将来に対する漠然とした不安に駆られてある種の焦りを感じている
ことと思います。そこでこの場をお借りして、自身の就職活動を振り返った際に想起され
る行政研究所の魅力を記すことによって、皆さんの入所の後押しをし、少しでもお力に
添うことができればと考えております。よろしくお願いします。

さて、行政研究所の魅力についてですが、「質と量が共に担保された情報の存在」と
「共に公務員を目指す仲間の存在」であると考えております。

公務員試験といえども、その実就職活動であることに変わりはありません。そのため筆記試験、人物試験問わず、
いかに正確な情報をどれだけ集め、吸収することができるかが重要な要素になると思われます。この点、行政研究
所に出講されている講師の方々は、長年にわたって公務員試験の指導に携わっており、情報の獲得において大き
く寄与して下さいます。例えば各科目の学習においては、知識の教授に留まらず、最新の出題傾向や個人の特性
に合わせた学習法・資料を提示して下さいます。また、人物試験の対策においては、面接との向き合い方といった
基本から各々の個性をふまえた上で行う面接指導といった応用まで、一貫した指導を受けることができます。このよ
うに、各講師の方々から実に多方面にわたってお力添えを頂くことが可能です。そして、事務室にはOB・OGの方々
が残して下さった資料（面接カードや体験記など）が保管されています。同じく公務員試験に向き合った先輩方の

「生の声」は、自身の将来像の確定や意見形成において有意義な視点を与えて下さるはずです。
このように、情報の獲得という面で対策に支障をきたすことがないという点が魅力の一つであると考えますが、もう

一つ、共に公務員を目指す仲間の存在も大きな要素であると思われます。自身の就職活動を振り返ってみても、こ
れほどまでに自分というものを見つめ、誰かに発信していくという経験は人生においても少なかったと思います。自分
を相対化、客観視していく中で、恐怖や不安を覚えることが多々ありました。しかし同時に、今まで気がつかなかった
自身の強みに出会うこともありました。そして、こと就職活動において、その気づきを与えてくれるのは「他者」です。
そのため、多くの他者に出会いながら対策を進めていくことが肝要であると思われますが、行政研究所はその他者

（＝仲間）との出会いに溢れています。ときに励まし合ったり、ときに意見の折衝を図ったりと、仲間と共に切磋琢磨
し合える環境こそが、行政研究所という場の魅力を象徴していると考えております。

最後に一点、ぜひ皆さんには勉強、サークルやアルバイトなどの課外活動問わず様々なことに挑戦し、貪欲に学
び続ける日々を送って頂きたいです。私が文部科学省、ひいては国家公務員として働く機会を得ることができたの
も、私と彼らとの間に何らかの「接点」があったからだと顧みております。日頃から興味のアンテナを広く張り、自身の
選択肢を増やすべく尽力すればするほど、皆さんと接点を持つがゆえにつながる人、機関も増え、自身の可能性を
広げることができます。そしてその過程で得た知識、経験は何一つ無駄になることなく皆さんの血肉として昇華さ
れ、いざというときの手立てとして機能するはずです。「人生の夏休み」と皮肉めいた言葉で表現されてしまう大学
生活、せっかくなら「楽しんだもの勝ち」の精神で満喫してしまいましょう（笑）。

　以上、甚だ簡単ではありますが、私の思うところについて記させて頂きました。末筆ながら、皆さんの充実した
大学生活と将来の成功を心からお祈り申し上げます。ありがとうございました。

行政研究所への誘い

文部科学省（総合職採用）
（63期・2023年3月	法学部法律学科卒業）

上田	敏さん

OB・OGからのメッセージ
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行政研究所についてまず特筆すべきは、1、2年次から非常に質の高い筆記試験対
策を受けられるという点です。筆記試験に向けて攻略しなければならない科目は多岐
に渡りますが、その中心となるのは法律や経済、政治学等です。これら科目の攻略に
は、単純な暗記も重要ですが、何より体系的に理解していくことが肝要であり、その大
きな輔となるのが、行研の講義であります。当該講義を担当してくださるのは一流とさ
れる講師の方々で、極めて分かり易い解説や板書、レジュメ等を以て、各科目各分野
の理解をすこぶる深めていただけます。1、2年次から一流の講義に触れ、ある程度知
の蓄えをもっておくと、勉強が本格化する3年次において非常に強い武器となります。
この武器を生かして、3年次の講義に臨み、そこで新たに得た一層強力な武器をもってひたすら自習に励めば、試
験合格は無論、良い席次も狙うことが出来るでしょう。

公務員として採用されるためには、上述の筆記試験のみならず、面接も突破しなければなりません。我々の体感
として面接は、筆記試験と比して対策が困難です。その理由の一つに、質問に対する正答が一つに定まっていな
いことが挙げられます。ここに謂う「正答」とは、「質問者が、返答者を採用したいと判断する材料となる返答」と
定義しますが、それは、志望している省庁や自治体等によって、或いは、返答者の性格や能力、人生経験等によっ
て大きく異なり一般化が非常に困難です。私も当時、私なりの「正答」を見つけるのにとても苦労しました。このよう
に面接は、単独で挑めば極めて困難なイベントですが、行研の対策を経れば幾らか希望を見出せます。まず初め
は、先生方やOB・OGが学生と一対一で親身になってお話を聞いてくださり、その中で、自身の人生を振り返って
強みや弱み等アピールポイントを浮き彫りにしたり、政策提言の内容を磨いたりして、それをどう示すか、如何に相
手の心に響かせるか検討に検討を重ねていきます。その後多くの先生と面接を行い、多様且つ詳細なフィードバッ
クをいただき、徐々に改善を図っていくことで、実力を最大限引き出すことが叶い、本番で必要以上の不安に駆ら
れることがなくなります。

以上のように、行研は筆記と面接を戦う上で最高の兵站ですが、それでもなお、試験に臨む室生は多くの困難、
例えば、勉強や面接練習がしんどくなったり、模試の点数が伸びなかったり、或いは、本試験で取りこぼしがあった
りといったことに直面するでしょう。これに打ち勝つにあたって、艱難辛苦を共にし切磋琢磨する「同志」の存在は
大きな輔となります。勉強を教え合ったり、腑に落ちない判例・学説について共に考え議論したり、面接の内容や喋
り方を互いに指摘したり、理不尽な本試験問題について愚痴を飛ばしあったり、将又、勉強の合間、昼食を食べに
行ったり、夜は街に飲みに出たりと、多くの時間を共有していく中で、一人では太刀打ちできない困難にも正面切っ
てぶつかっていく勇気を得ることができると思います。私個人としては、この強いヨコの繋がりこそ、行研入室で享受
した最高の利益であると考えております。

私が行研に入室した理由は当初、「何となく将来の選択肢を広げておきたい。」といった漠然不明確なものでし
た。初めはその程度の動機で問題ないと思います。思うに入室後、様々な経験をしていく中で、「ここで働きたい！」と
いう職場に出会い、そしてその志望先に対する熱意と知識が醸成されていくからです。したがって、明確な志望先
がまだ無くとも、「公務員」という職業に少しでも興味のある方は、行研の門を叩いてみることをお勧めします。きっと
多くをもたらしてくれるでしょう。

最高の兵站・最高の同志

防衛省
（63期・2023年3月	法学部法律学科卒業）

勝見	明也さん

OB・OGからのメッセージ
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はじめまして。行政研究所６３期 佐藤杏と申します。この度、東京国税局に国税専門
官として内定をいただきました。制限のある中での活動となりましたが先生や事務室の
方々、先輩方に支えていただき目標を達成することが出来ました。

私は、高校生の頃から国家公務員になることを漠然と考えており、大学１年次にパン
フレットで行政研究所を知り、入室を決めました。

行政研究所には様々な学部の学生が所属しており、目指す職種もそれぞれです。同
じ志を持った異なる学部の学生が集まるため、新しいコミュニティを構築することが出
来ると思います。また、定期的にOB･OGの皆さんと交流する機会も設けられており、1･２年次から公務員試験の流
れを把握することができ、自身の将来の姿を想像しやすくなります。

講義は、キャンパス内で行われるので移動もなく、夕方からのため学部の授業と被ることなく受講が可能だと思い
ます。また、ストリーミング配信もあるため参加出来ない場合のサポートも万全であると言えます。さらに、経験豊富な
先生ばかりで、中には資格予備校の講師をされている先生もいらっしゃるのでしっかりとしたノウハウ・最新情報を
提供していただけます。

1･２年次は講義に参加しコツコツと勉強しながらも、アルバイトやサークル活動等に力を入れ、自己探求・自己分析
をする期間として様々な経験を積みます。試験対策が本格化する３年次までにした経験や自己探求・自己分析は
面接対策の重要な基盤となります。

３年次からは、自身の目標に向けひたすら勉強することになります。不安や悩みの絶えない日々ですが、OB･OG
の皆さんが残してくださった情報を参考にし、先生や事務室の方々からは勉強内容だけでなく精神面でのアドバイ
スもいただきながら乗り越えていきます。

私たち６３期はコロナ禍ということもあり、活動は対面とオンラインの併用型でした。同期と密接に関わる機会は決
して多くはなかったかと思いますが、個々に高い志を持ち、目標に向かって努力し叶えていく集団だったと感じてい
ます。私自身、漠然と目標に掲げていた公務員への道は行政研究所に４年間所属したことでぶれることなくやりきる
ことが出来ました。

最後に、公務員として働くことに関心のある方はもちろん、進路を模索中の方もぜひ行政研究所を選択肢の一つ
にしていただきたいと思います。

行政研究所で学び、様々な人と出会い、刺激を受け、目標を達成して欲しいと思います。
皆さんが自分で進む道を見つけ、悔いのない結果を得られるよう願っております。

行政研究所で自分の道を見つける

東京国税局（国税専門官）
（63期・2023年3月	法学部法律学科卒業）

佐藤	杏さん

OB・OGからのメッセージ
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